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毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
。
 

,
 

「冬
の
夜
空
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
 

を
テ
ー
マ
と
す
る
、
イ
ル
ミ
ネ
 

ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
十

一
月

二
十
四
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル

ー
 

ト
五
所
川
原
前
に
於
て
、
関
係

者
と
保
育
園
児
ら
約
五
十
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
「音
と
光
の
祭
典
」
 

の
一
環
と
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
。
魅
力
あ
る
夜
の

景
観
を
つ
く
り
出
し
、
活
カ
あ

る
街
づ
く
り
を
目
標
に
、
市
観

光
協
会

（
丸海
老
祐
造
会
長
）
 

が
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
本
年
は
大
町
、
本
町
、
布

屋
町
に
一
干

一
本
の
イ
ル
ミ
ネ
 

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
雪
の
降
る
寒
さ

の
中
、
丸
海
老
会
長
、
佐
々
木

策
造
市
長
、
各
商
店
街
代
表
ら

と
保
育
園
児
の
福
井
章
二
君
が

点
灯
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
冬

空
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
色

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
来
年

一
月
末
ま
で
点
灯
さ

れ
五
所
川
原
の
夜
を
彩
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
十
二
月
二
十
四
日
に

は
ジ
ャ
ズ
及
び
フ
ュ
ー
ジ
ョ
、
ノ

の
 
「魅
惑
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
 
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
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c
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ン
の
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十
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二
十
四
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ン
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ー
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五
所
川
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前
に
於
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、
関
係
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と
保
育
園
児
ら
約
五
十
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
「
音
と
光
の
祭
典
」

の
一
環
と
し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
設
置
。

魅
力
あ
る
夜
の

景
観
を
つ
く
り
出
し
、
活
力
あ

る
街
寺
つ
く
り
を
目
標
に
、
市
観

光
協
会
(
丸
海
老
祐
造
会
長
)

が
昨
年
か
ら
行

っ
て
い
る
も
の

で
、
本
年
は
大
町
、
本
町
、
布

屋
町
に
二
十
一
本
の
イ
ル
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
雪
の
降
る
寒
さ

の
中
、
丸
海
老
会
長
、
佐
々
木

築
造
市
長
、
各
商
庖
街
代
表
ら

と
保
育
園
児
の
福
井
章
二
君
が

点
灯
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
冬

空
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
色

鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
り
ま
し

た
。
こ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

は
、
来
年

一
月
末
ま
で
点
灯
さ

れ
五
所
川
原
の
夜
を
彩
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
十
二
月
二
十
四
日
に

は
ジ
ャ
ズ
及
び
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン

の
「
魅
惑
の
コ
ン
サ
ー
ト
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が

行
わ
れ
る
こ
と
に
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っ
て
い
ま

す。

前月比

男 23，721 .. (十 23 ) 

女 26，449 ¥¥ (+41) 

計 50，170 J! (十 64 ) 
世帯数 16，459 (+41) 

(10月31R現在住民基本台帳)
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このコーナーは、市誘致企業として立地した企業を広

く市民の皆様方に知って戴くためのコーナーです。 
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コ
誘
致
企
業
第
七
号
 

株
式
会
社
メ
ン
ズ
ピ
 

所
在
地
 
市
内
大
字
湊
 

代
表
者
 
代
表
取
締
役
社
長

奥
田
 
敏
光
 

設
立
年
月
 
昭
和
六
十

三
年
 

五
月
 

資
本
金
 
一
千
万
円
 

従
業
員
数
 
六
十
五
名
 

事
業
内
容
 
紳
士
ス
ラ
ッ
ク
ス

当
工
場
は
、
奥
田
グ
ル
ー
プ

県
内
六
工
場
の
ー
つ
と
し
て
五

番
目
に
設
立
さ
れ
た
紳
士
ス
ラ

ッ
ク
ス
専
門
の
縫
製
工
場
で
す
。
 

私
は
メ
ン
ズ
・
ピ
ア
レ
ス
に

入
社
し
て
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

《
 

）一
 

一
篇
一・
 

一
日
生産
七
百
本
を
目標
と
し

て
、
高
品
質
、
納
期
厳
守
を
モ

ッ
ト
ー
に
社
員

一
同
一
丸と
な

っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
Q
C
 

サ
ー
ク
ル
、班
I
I
、ー
テ
ィ
ン
グ
、
 

お
食
事
会
、
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会

等
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行
っ
て

お
り
、
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 

ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
明
る
い
職

場
、
楽
し
い
職
場
づ
く
り
に
努

力
し
て
い
ま
す
。
 

日
本
の
ア
パ
レル
生
産
は
今
、
 

一
干
一
世
紀
の
物
づ
く
り
へ
向

け
て
羽
ば
た
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。そ
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
 

原
点
志
向
と
い
う
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
 

原
点
志
向
と
は
、
物
づ
く
り

の
面
で
は
、
着
心
地
や
シ
ル
エ
 

初
め
は
、
縫
製
な
ん
か
女
性

の
仕
事
だ
、
縫
い
子
だ
と
い
う

暗
い
イ
メ
ー
ジ
で
思
っ
て
た
ん
 

て
ま
っ
た
く
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

が
ふ
き
飛
ん
で
しま
い
ま
し
た
。
 

ミ
シ
ン
も
自
動
機
が
い
っ
ぱ

い
で
ハ
ン
ガ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
等
ォ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
 
 ツ

ト
の
再
発
見
であ
り
、
そ
の

こ
と
は
縫
製
技
術
そ
の
も
e
e
 

再
発
見
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
達
日
本
人
は
、
明
治
維

新
百
二
十
年
余
り
を
経
て
よ
う

や
く
服
づ
く
り
の
本
質
が
見
え

る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

い
つ
何
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

れ
ば
い
い
か
、
と
き
昌
た
物
づ

く
り
の
た
め
の
五
W
I
H
が
解

明
で
き
る
よ
う
に
な
った
の
で

す
。
感
性
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

融
合
す
べ
き
地
球
時
代
の
物
づ

く
り
を
通
じ
て
人
間
く
さ
さ
の

あ
ふ
れ
る
工
場
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

化
し
、職
場
内
に
は
有
線
柳

製
 

し
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
楽

し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
 

今
で
は
、
か
な
り
ベ
テ
ラ
ン

の
仲
間
に
入
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
私
が
縫
っ
た
ズ
ボ
ン
誰

が
着
用
す
る
の
か
な
／
売
れ
る

の
か
な
？
と
い
う
不
安
があ
り

ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
も
、
 

良
い
製
品
づ
く
り
を
目
指
し会

社
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
 

か
ら
の
ひ
と
こ
と
 

藤
 

直
 
栄
さ

ん
（
三
十
歳
）
 

讐
『
で
す
が
、
実
際
仕
事
を
し
て
み
 

(
 

か
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誘
致
企
業
第
七
号

一
円
生
産
ヒ
百
本
を
目
標
と
し

て
、
高
品
質
、
納
期
厳
守
を
モ

y
ト
l
に
社
員

一
同

一
丸
と
な

っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

Q
C

サ
ー
ク
ル
、
班
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、

お
食
事
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

等
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を
行

っ
て

市

内

大

字

湊

お

り

、

社

員

と

の

コ

ミ
ュ
ニ
ケ

代
表
取
締
役
社
長

l
シ
ョ
ン
を
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り
、
明
る
い
職

奥

田

敏
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場

、

楽

し

い

職

場

守

つ

く
り
に
努

設
立
年
月

昭
和
六
十
三
年
力
し
て
い
ま
す
。

五
月

H
木
の
ア
パ
レ
ル
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は
今
、

資
本
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一
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円

二
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一
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く
り
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従
業
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六
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五
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け

て

羽

ば

た

こ
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と

し

て

い

ま

事
業
内
容

紳
士
ス
ラ

ッ
ク
ス
す
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そ
の
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

当
工
場
は
、
奥
田
グ
ル
ー
プ
原
点
志
向
と
い
う
こ
と
に
あ
り

県
内
六
七
場
の
一
つ
と
し
て
五
ま
す
。

番
目
に
設
立
さ
れ
た
紳
士
ス

ラ

原

点
志
向
と
は
、
物
守
つ
く
り

ツ
ク
ス
専
門
の
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製
工
場
で
す
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心
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エ
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一
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て
三
年
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に
な
り
ま
す
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の

仕
事
だ
、
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い
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だ
と
い
う

時
い
イ
メ
ー
ジ
で
思

っ
て
た
ん

で
す
が
、
実
際
仕
事
を
し
て
み

て
ま
っ
た
く
そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

が
ふ
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
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ミ
シ
ン
も
自
動
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い
で
ハ
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等
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ト
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再
発
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こ
と
は
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製
技
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そ
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再
発
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で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
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私
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円
本
人
は
、
明
治
維

新
百
二
十
年
余
り
を
経
て
よ
う

や
く
服
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つ
く
り
の
本
質
が
見
え

る
よ
う
に
な

っ
た
と
言
わ
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て

い
ま
す
。
い
つ
何
を
ど
の
よ
う
に
つ
く

れ
ば
い
い
か
、
と
言
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た
物
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つ

く
り
の
た
め
の
五
W
I
H
が
解

明
で
き
る
よ
う
に
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っ
た
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で

す
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感
性
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

融
合
す
べ
き
地
球
時
代
の
物
事つ

く
り
を
通
じ
て
人
聞
く
さ
さ
の

あ
ふ
れ
る
工
場
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

化
し
、
職
場
内
に
は
有
線
を
流

し
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
の

っ
て
楽

し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

今
で
は
、
か
な
り
ベ
テ
ラ
ン

の
仲
間
に
入

っ
た
と
思

っ
て
い

ま
す
。
私
が
縫

っ
た
ズ
ボ
ン
誰

が
着
用
す
る
の
か
な
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売
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と
い
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が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
こ
れ
か
ら
も
、

良
い
製
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い
と
思

い
ま
す
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誘
致
企
業
第
八
号
 

日
本
通
運
株
式
会
社
五
所
川
原
支
店
 

（
立
地
・
昭
和
六
十

三
年
七
月
）
 

方
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
働
い
て

い
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
ペ
リ
 

道

さ
ん
 

将
来
、
何
か
に
挑
戦
し
て
い

け
る
よ
う
な
環
境
で
仕
事
を
し

て
み
た
い
と
い
う
気
持
で
、
日

本
通
運
を
就
職
先
に
選
び
入
社

い
た
し
ま
し
た
。
初
め
は
期
待

よ
り
も
不
安
の
ほ
う
が
大
き
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
 

今
で
は
、
良
い
上
司
や
先
輩
 

接
す
る
機
会
が
多
く
、
今
の
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

く
こ
と
が
、
私
達
に
課
せ
ら
れ

た
努
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
会
社

繁
栄
に
つ
な
がる
と
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
よ
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
、
地
域
に
よ
り
深
く

根
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
 

社
員
か
ら
の
ひ
と
こ
と
 

三
 
上
 
永
 

二
十

三
歳
）
弓
課

濡
」
直
接
お
客
港
 

次
回
は
、
閥
ェ
ム
ス
と
園
竹
精
機
の
予
定
で

す
。
 

代
表
者
 
支
店
長
 

小
笠
原
久
美
 

事
業
内
容
 
運
送
業
 

支
店
売
上
高
 

ト
七
億
九
千
万
円
 

従
業
員
数
 
八
十
四
名
 

支
店
の
沿
革
 

昭
和
二
十
年
四
月
 
五
所
川
 

原
通
運
卿
と
統
合
し
日
本
通
運
 

卿
五
所
川
原
支
店
開
設
 

昭
和
四
十
年
四
月
 
青
森
支
 

店
五
所
川
原
営
業
所
（
機
構
改
 
 

正
）
 

昭
和
六
十
「
年
七
月
 
物
流

セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
取
得
 

並
玉
帆
元年

一
月
 
冷
凍
冷
蔵

庫
竣
工
 

平
成
元
年
五
月
 
日
通
ペ
リ

カ
ン
便
セ
ン
タ
ー
竣
工
 

平
成
元
年
十
月
 
定
温
倉
庫

竣
工
 

平
成
三
年
十
月
 
五
所
川
原

支
店
へ
昇
格
、
営
業
倉
庫
竣
工
 

（物
流
セ
ン
タ
ー
完
成
）
 

当
支
店
は
、
漆
川
工
業
団
地

に
、
有
限
会
社
吉
村
運
送
と
同

時
に
進
出
し
ま
し
た
。
 

陸

・
海
・
空
の
総
合
物
流
企

業
と
し
て
、
地
域
産
業
の
一
役

を
担
う
、
と
い
う
企
業
の
使
命

に
徹
す
べ
く
物
流
セ
ン
タ
ー
建
 
 

設
に
着
手
、
今
般
初
期
計
画
の

す
べ
て
の
施
設
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。
 

物
流
コ
ス
ト
低
減
等
お
客
様

の
ニ
ー
ズ
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ
、
地
域
経
済
発
展
の
た
め
、
 

従
業
員
一
丸
と
な
っ
て
寄
与
す

る
所
存
で
す
。
 

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

わ
れ
ら
の
こ
と
ば
 

（社
訓
）
 

〇
運
輸
の
使
命
に
徹
し
て
社
会

の
信
頼
に
こ
た
え
る
。
 

〇
業
務
の
改
善
を
図
っ
て
社
運

の
発
展
に
つ
と
め
る
。
 

〇
心
身
を
健
全
に
保
っ
て
明
朗

な
生
活
を
い
と
な
む
。
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誘
致
企
業
第
八

設
に
昌
子
、
今
般
初
期
計
阿
の

す
べ
て
の
施
設
が
完
成
い
た
し

ま
し
た
。

物
流
コ
ス
ト
低
減
等
お
客
棟

の
ニ

l
ズ
を
い
ち
早
く
取
り
入

れ、

地
域
経
済
発
展
の
た
め
、

従
業
員

一
丸
と
な

っ
て
寄
勺
す

る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
同悼
の
あ

た
た
か
い
ご
支
援
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
れ
ら
の
こ
と
ば

(社
訓
)

O
運
輸
の
使
命
に
徹
し
て
社
会

の
信
頼
に
こ
た
え
る
。

O
業
務
の
改
普
を
図

っ
て
社
運

の
発
展
に
つ
と
め
る
。

O
心
身
を
世
令
に
保

っ
て
明
朗

な
坐
活
を
い
と
な
む
。

方

に

固

ま

れ

剥

け

引

立

い
ま
す
。
私
の
所
属
す
る
ベ
リ
一

(
二

十

三

歳

)
カ
ン
諜
で
は
、
直
接
お
待
機
に
一

接
す
る
機
会
が
多
く
、
今
の
お
一

将
米
、
何
か
に
挑
戦
し
て
い
存
械
の
ニ

l
ズ
に
対
応
し
て
い
一

け
る
よ
う
な
環
境
で
仕
事
を
し
く
こ
と
が
、
私
達
に
諜
せ
ら
れ

一

て
み
た
い
と
い
う
気
持
で
、
円
た
努
め
で
あ
り
、
そ
れ
が
会
社

一

本
通
運
を
就
職
先
に
選
び
入
社
繁
栄
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。一

い
た
し
ま
し
た
。
初
め
は
期
待
こ
れ
か
ら
も
よ
い
サ
ー
ビ
ス

一

よ
り
も
不
安
の
ほ
う
が
大
き
か
を
提
供
し
、
地
域
に
よ
り
深
く

一

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

恨
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

一

今

で

は

、

良

い

占

完

洋

い

は

い

!
i
!
i
i
L

次

回

は

、

制

工

ム

ス

と

伺

竹

精

機

の

予

定

で
す

。

代
表
者

正
)昭
和
六
卜
三
年
七
月
物
流

セ
ン
タ
ー
建
設
用
地
取
得

平
成
元
年
A

月
冷
凍
冷
蔵

庫
竣
工
市
「
成
元
年
五
月
日
通
ペ
リ

カ
ン
便
セ
ン
タ
ー
竣
仁

市
「
成
元
年
卜
月
定
温
A
川
庫

竣
て予
成
三
年
ト
月
五
所
川
原

支
底
へ
舛
格
、
常
業
合引
庫
竣
E

(物
流
セ
ン
タ
ー
完
成
)

%
支
出
帆
は
、
漆
川
工
業
団
地

に
、
ド
引
限
会
社
吉
村
運
送
と
同

時
に
進
出
し
ま
し
た
。

陸

・
海

・
空
の
総
合
物
流
企

業
と
し
て
、
地
域
産
業
の

一
役

を
机
う
、
と
い
う
企
業
の
使
命

に
徹
す
べ
く
物
流
セ
ン
タ
ー
建

日
本
通
運
株
式
会
社
五
所
川
原
支
庖

上也 五 戸斤
~ 在

1 士也

さ r有
一 内
二漆
{?~ }II 
} 11 ~~~ 

工鍋
業!懸
同 A

本
社

東
京
剛
山
千
代
川
医

資
本
金

六
九
八
億
二
千
じ
斤

万
円

小
笠
原
久
美

事
業
内
容

運
送
業

支
唐
売
上
高卜
七
億
九
千
万
円

従
業
員
数

八
十
問
名

支
庖
の
沿
革

昭
和
二
十
年
間
月

五

所

川

原
通
運
側
と
統
合
し
日
本
通
運

州
五
所
川
原
支
府
開
設

昭
和
問
卜
年
同
月
庁
森
支

府
尺
所
川
原
営
業
所

(機
構
改

i
zのひ
と
こ
と

…
三

上

道

さ

ん
氷
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少年の主張発表会 

婆
り
 

原巾ツ 

1
 

,
 

「第
十

一
回
少
年
の
主
張
発

表
大
会
」
が十
一
月
二
十
L
日
、
 

働
く
婦
人
の
家
で
開
か
れ
、
予

備
審
査
を
パ
ス
し
た
市
内
の
小
・

中
学
生
十
人
が
発
表
し
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
子
供
た
ち
が
家

庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
な
か

で
触
れ
合
。
を
通
し
て
日
ご
ろ

考
え
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
、
 

地
域
住
民
が
よ
り
少
年
の
健
全

育
成
に
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

の
が
目
的
で
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。
 

会
場
に
は
（
父
母
や
児
童
、
 

生
徒
な
ど
約
二
百
人
が
参
加
し
、
 

発
表
内
容
に
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次
の
 

と
お
り
で
す
。
 

（
敬称
略
）
 堂

々
と
発
表
 

▽
市
長
賞
 
今
寿
美
子
（
東
小
 

5
）
、小
山
内
大
樹
（
五三
中
3
)
 

▽
教
育
長
賞
ー
中
川
弘
規

（中

央
小
6
）
、三
浦
央
（
五四
中
3
)
 

▽
学
警
連
会
長
賞
 
藤
森
真
樹

子

（
南小
6
）
、須
藤
美
香
（
五
 

一
一中
2
)
 

▽
青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞

伊
藤
千
恵
（
鶴
ケ
岡
小
6
）
、
 

戸
恵
久
美
（
藻
川
小
6
）
、長
尾

麻
美
（
三
好
中
1
）
、高
橋
和
宏
 

（
五
一中
2
）
▽
保
護
司
会
奨

励
賞
ー
一
戸
恵
久
美
、
三
浦
央

▽
B
B
叉
云
奨
励
賞
ー
一
戸
恵

久
美
、
須
藤
美
香
 

※
今
大
会
で
、
市
長
賞
に
輝
い

た
お
二
人
の
主
張
を
四
ー
五
ペ
 

ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
 

私
た
ち
五
年
生
は
、
社
会
科

で
津
軽
の
伝
統
工
芸
、
特
に
こ

ぎ
ん
刺
し
に
つ
い
て
学
習
し
ま

し
た
。
 

ま
ず
初
め
に
、
先
生
が
こ
ぎ

ん
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
た
「
ボ

ド
」
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

昔
の
人
が
田
や
畑
の
仕
事
を
す

る
と
き
に
着
て
い
た
そ
う
で
す
。
 

今
の
着
物
と
比
べ
る
と
、
そ
で

が
短
く
布
も
何
種
類
も
よ
せ
あ

つ
め
ら
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
一
一

枚
も
ぬ
い
合
わ
せ
て
、
よ
く
見

る
と
そ
で
の
と
こ
ろ
以
外
、
全

部
細
か
く
な
み
ぬ
い
し
て
あ
り

ま
し
た
。
 

私
が
、
去
年
ク
ラ
ブ
で
作
っ

た
小
さ
な
「
し
お
り
」
 
の
こ
ぎ

ん
刺
し
で
も
三
か
月
く
ら
い
か

か
っ
た
の
に
、
あ
の
大
き
さ
だ

と
私
だ
っ
た
ら

一
年
く
ら
い
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
見
た

時
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ

し
て
昔
の
人
は
い
っ
た
い
ど
」
ユ

し
て
布
を
刺
し
た
の
か
知
り
た

く
な
り
、
自
分
で
も
刺
し
た
こ

と
が
あ
る
と
言
っ
て
い
た
私
の
 
 

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
 

友
達
と
二
人
で
、
録
音
の
準

備
を
し
て
話
し
か
け
ま
し
た
。
 

』
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し

で
い
っ
ぱ
い
刺
す
の
」
 
「昔
は

今
み
た
い
に
ア
ノ
ラ
ッ
ク
と
か

な
か
っ
た
か
ら
、
布
を
刺
し
て

あ
っ
た
か
く
し
た
ん
だ
よ
」
「だ

っ
た
ら
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
き

れ
い
な
も
よ
う
が
で
き
た
の
」
 

「き
れ
い
な
っ
て
、
あ
れ
は
か

ん
た
ん
な
方
だ
よ
」
と
言
って
、
 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
小
屋
か
ら
ボ

ド
を
探
し
て
持
っ
て
き
て
く
れ

ま
し
た
。
学
校
で
み
た
の
と
同

じ
よ
う
な
ボ
ド
が
な
ん
と
私
の

家
に
も
あ
っ
た
の
で
す
。
私
は

と
っ
て
も
び
っ
く
り
し
、
な
ん

だ
か
と
っ
て
も
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
 

「あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
も

よ
う
を
ど
ん
な
時
に
刺
し
た
の
」
 

「晩
ご
飯
の
後
か
た
づ
け
が
終

っ
た
時
と
か
、
田
畑
の
仕
事
の
 

ー
ぷ
く
休
み
の
時
と
か
、
少
し
 

か
 で

も
ひ
ま
が
あ
れ
ば
や
っ
た
も

ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
今
、
八
十
三
歳
で
歌
や
踊

り
が
大
好
き
で
、
夜
に
な
る
と

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
そ
ん
な
時
代
が
あ
っ
た

こ
と
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
六
歳
く
ら
い
に
な
る
と
お
母

さ
ん
か
ら
刺
し
方
を
教
え
て
も

ら
っ
て
、
十
四
歳
で
お
嫁
に
き

た
そ
う
で
す
。
今
だ
と
中
学
一
一

年
生
く
ら
い
な
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
歴
史
を
調
べ
て
み
た

ら
、
昔
の
農
民
は
ぜ
い
た
く
は

許
さ
れ
ず
、
麻
し
か
着
て
は
い

け
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か

ら
、
春
に
種
を
ま
い
て
秋
に
か

り
と
っ
て
布
を
織
っ
て
、
そ
の

上
に
刺
す
ま
で

一
年
近
く
も
か

か
る
麻
の
服
な
の
で
し
ん
ぽ
う

し
て
着
た
そ
う
で
す
。
 

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
録

音
を
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
聞

か
せ
る
と
み
ん
な
は
び
っ
く
り

し
た
よ
う
で
し
た
。
 

こ
れ
ま
で
私
は
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

う
る
さ
い
な
あ
と
思
っ
た
こ
と

が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、失
敗
し
た
紙
を
破
い
た
り
、
 

妹
が
「
具
った
ば
か
り
の
お
も
ち

ゃ
を
そ
ま
つ
に
す
る
と
「わ
あ
、
 

も
っ
た
い
な
い
な
あ
。
 そ
れ
み

ん
な
お
金
だ
。
捨
て
る
な
」
と

か
言
う
の
で
す
。
 

津
軽
の
こ
ぎ
ん
刺
し
の
こ
と

を
勉
強
し
て
私
は
、
今
の
私
た

ち
の
生
活
と
違
っ
て
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
の
時
は
い
ろ
い
ろ
苦

労
も
あ
っ
た
け
ど
、
が
ん
ば
っ

て
知
恵
を
働
か
せ
て
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
な
が
ら
物
を
作
っ
て
き

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な

人
が
い
た
か
ら
、
今
私
た
ち
が

幸
せ
な
く
ら
し
が
で
き
る
ん
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
 

私
は
、
こ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
そ
ば
に
い
る
こ
と
を

と
て
も
誇
り
に
思
い
、
い
つ
ま

で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
 

「
こ
ぎ
ん
刺
し
を
学
習
し

て
」
 

今
 
寿
美
子

さ
ん
 

（東
小
 

五
年
）
 

(第749号)ω

「
第
十
，

川
少
午
のト
仁
川明発

ド次大
会
」
が
ト
一
川
-e
十
仁
川
、

例
く
川
人
の
家
で
問
か
れ
、
予

備事問↑九日
を
パ
ス
し
た
市
内
の
小・

小
学
生
卜
人
が
発
点
し
ま
し
た
。

川
大
会
は
、
子
供
た
ち
が
家

庭
、
下
校
、
地
域
社
会
の
な
か

で
触
れ
介
。
い
を
通
し
て
日
ご
ろ

巧
え
て
い
る
こ
と
を
発
炎
し
、

地
域
住
民
が
よ
り
少
年
の
健
全

育
成
に
関
心
を
お
め
で
も
ら
う

の
が
日
的
で
開
催
し
て
い
る
も

の
で
す
。

会
均
に
は
F

父
母
や
山
市
、

生
徒
な
ど
約
一一
行
人
が
参
加
し、

発
点
内
容
に
点
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
入
賞
与
引
は
次
の

と
む
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

広報ごしょがわら

堂
々
と
発
表

マ
市
長
賞
l
A
f
か
美
子

(点
小

5
)、
小
山
内
大
山
間
(バ
i
小
3
)

マ
教
育
長
賞
|
小
川
弘
刷

(小

山犬
小
6
)、
〈
浦
央
(バ
川
小
3
)

マ
学
警
連
会
長
賞
1

雌
森
山
一(樹

子

(市
小

6
)、
須
雌
美
作

(バ

二
小
2
)

マ
青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
|

伊
雌
千
山
中
(飢
ケ
同
小
6
)、
.

戸
忠
久
美

(部
川
小

6
)、
長
尾

麻
美

(一一一
好
中
l
)、
高
橋
和
宏

(五

一
中
2
)
マ
保
護
司
会
奨

励
賞
l
-
戸
忠
久
美
、
4

4

4

浦
央

マ
B
B
S会
奨
励
賞
|
A
一戸市川

久
美
、
須
峰
美
待

※
今
大
会
で
、

市
長
賞
に
附
い

た
お
↓
一
人
の
主
張
を
問

1
托
ペ

ー
ジ
に
船出帆
し
ま
す
。
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少年の主張発表会

私
た
ち
A九
年
乍
は
、
社
会
科

で
作
粍
の
伝
統
仁川
丘
、
特
に
こ

ぎ
ん
刺
し
に
つ
い
て
山
下
押
し
ま

し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
光
化
い
が
こ
ぎ

ん
の
始
ま
り
と
・
よ
い
わ
れ
た
「
ボ

ド
」
を
兄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

片
の
人
が
川
や
州
の
仕
引
を
す

る
と
き
に
山
石
て
い
た
そ
う
で
す
o

A
7
の
石
物
と
比
べ
る
と
、
そ
で

が
知
く
布
も
何
日
州
知
も
ょ
せ
あ

つ
め
ら
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
二

枚
も
ぬ
い
合
わ
せ
て
、
よ
く
見

る
と
そ
で
の
と
こ
ろ
以
外
、

令

部
制
か
く
な
み
ぬ
い
し
で
あ
り

ま
し
た
。

私
が
、
h
A
午
ク
ラ
ブ
で
作
っ

た
小
さ
な
「
し
お
り
」
の
こ
ぎ

ん
刺
し
で
も
で
A
か
川
く
ら
い
か

か
っ
た
の
に
、
あ
の
大
き
さ
だ

と
私
だ

っ
た
ら
A
年
く
ら
い
か

か
る
か
も
し
れ
な
い
と
、
兄
た

時
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ

し
て
片
の
人
は
い
っ
た
い
ど
う

し
て
布
を
刺
し
た
の
か
知
り
た

く
な
り
、
白
分
で
も
刺
し
た
こ

と
が
あ
る
と
、パ

っ
て
い
た
私
の

「
こ
ぎ
ん
刺

ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ

ー
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。友達
と
-
-
人
で
、

U
M
ぃ山口
の
準

備
を
し
て
話
し
か
け
ま
し
た
。

『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し

て
い
っ
ぱ
い
刺
す
の
」
「
山H
は

A
f
み
た
い
に
ア
ノ
ラ
y
ク
と
か

な
か
っ
た
か
ら
、
引
を
刺
し
で

あ
っ
た
か
く
し
た
ん
だ
よ
」
「
だ

っ
た
ら
、
ど
う
し
て
あ
ん
な
き

れ
い
な
も
ょ
う
が
で
き
た
の
」

「き
れ
い
な

っ
て
、
あ
れ
は
か

ん
た
ん
な
万
だ
よ
」
と
~パ
っ
て
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
小
尾
か
ら
ボ

ド
を
保
し
て
持
つ
で
き
て
く
れ

ま
し
た
。
山
下
校
で
み
た
の
と
同

じ
よ
う
な
ボ
ド
が
な
ん
と
弘
の

家
に
も
あ

っ
た
の
で
す
。
私
は

と
っ
て
も
び
っ
く
り
し
、
な
ん

だ
か
と
っ
て
も
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
「
あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
も

ょ
う
を
ど
ん
な
時
に
刺
し
た
の
」

「晩
ご
飯
の
後
か
た
づ
け
が
終

っ
た
時
と
か
、
旧
畑
の
仕
事
の

宇
ぷ
く
休
み
の
昨
と
か
、
少
し

し
を
学
習
し
て

.6、
"7 

で
も
ひ
ま
が
あ
れ
ば
ゃ
っ
た
も

ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
今
、
八
十
了
a

ぷ
で
放
や
M

り
が
大
好
き
で
、

ぃ似
に
な
る
と

テ
レ
ビ
を
けん
で
い
る
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
に
そ
ん
な
叫
代
が
あ

っ
た

こ
と
を
は
じ
め
て
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ひ
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

は
いハ
抜
く
ら
い
に
な
る
と
お
母

さ
ん
か
ら
刺
し
万
を
教
え
て
も

ら
っ
て
、
ト
川
ぷ
で
お
昧
に
き

た
そ
う
で
す
。
今
だ
と
小
川子
・4

午
乍
しく
ら
い
な
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
歴
史
を
調
べ
て
み
た

ら
、山刊
の
良
民
は
ぜ
い
た
く
は

汗
さ
れ
ず
、
白
川
し
か
泣
て
は
い

け
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
だ
か

ら、

与
に
何
を
ま
い
て
秋
に
か

り
と
っ
て
布
を
織
っ
て
、
そ
の

卜い
に
刺
す
ま
で
A
年
近
く
も
か

か
る
麻
の
山
な
の
で
し
ん
ぼ
う

し
て
后
た
そ
う
で
す
。

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
た
鉱

行
を
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
に
聞

か
せ
る
と
み
ん
な
は
び
っ
く
り

し
た
よ
う
で
し
た
。

し一

寿
美
子
さ
ん

(
東
小
五
年
)

こ
れ
ま
で
私
は
、
ひ
い
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
や
わ
ば
あ
ち
ゃ
ん
を

う
る
さ
い
な
あ
と
思
っ
た
こ
と

が
川
皮
も
あ
り
ま
し
た
。
例
え

ば
、
失
敗
し
た
紙
を
破
い
た
り
、

妹
が
日

っ
た
ば
か
り
の
お
も
ち

ゃ
を
そ
ま
つ
に
す
る
と
「
わ
ぁ
、

も
っ
た
い
な
い
な
あ
。
そ
れ
み

ん
な
お
令
だ
。
片山
て
る
な
」
と

か
A
J
つ
の
で
す
。

沖
粍
の
こ
ぎ
ん
刺
し
の
こ
と

を
勉
強
し
て
品
は
、
今
の
私
た

ち
の
生
活
と
違

っ
て
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
の
叫
は
い
ろ
い
ろ
山

労
も
あ

っ
た
け
ど
、
が
ん
ば
っ

て
知
忠
を
働
か
せ
て
い
ろ
い
ろ

工
夫
し
な
が
ら
物
を
作

っ
て
き

た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な

人
が
い
た
か
ら
、

A
J
私
た
ち
が

幸
せ
な
く
ら
し
が
で
き
る
ん
だ

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
そ
ば
に
い
る
こ
と
を

と
て
も
湾
り
に
思
い
、
い

つ
ま

で
も
長
生
き
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
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「
祖
母
と

戦
争

」
 

小
山

内
 
大
 
樹
さ
ん
 

「今
年
も
ま
た
、
八
月
十
五

日
が
く
る
な
あ
、
大
樹
、
こ
の

日
は
な
ん
の
日
か
知
っ
て
い
る

か
」
と
祖母
は
僕
と
二
人
の
時
、
 

問
い
か
け
て
き
ま
し
た
。
 

僕
は
ち
ょ
っ
と
迷
い
な
が
ら
 

「日
本
が
戦
争
に
負
け
た
日
で

ね
が
」
と
言
う
と
祖
母
は
ニ
コ

ッ
と
笑
い
、
戦
争
の
時
の
生
活

を
話
し
始
め
ま
し
た
。
 

昭
和
十
六
年
、
戦
争
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
た
時
、
祖
母
は

十
五
歳
で
僕
と
同
じ
歳
で
し
た
。
 

祖
母
は
大
変
学
校
に
行
き
た
か

っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
祖
母
は

兄
妹
八
人
中
の
長
女
、
ど
ん
な

に
願
っ
て
も
高
等
二
年
ま
で
し

か
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
僕
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

僕
は
今
、
中
学
三
年
生
、
受

験
に
向
け
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
が
、
仲
々
勉
強

に
手
が
つ
か
ず
、
学
校
に
行
き

た
く
な
い
な
、
勉
強
し
な
く
て

も
よ
け
れ
ば
本
当
に
よ
い
の
に

と
思
う
毎
日
で
す
。
そ
れ
な
の

に
勉
強
し
た
く
て
も
で
き
な
か
 

っ
た
と
い
う
祖
母
。
 い
か
に
僕

は
わ
が
ま
ま
な
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。
 

学
校
に
行
け
な
か
っ
た
祖
母

は
、そ
れ
か
ら

一
生
懸
命
働
き
、
 

ひ
ま
を
み
つ
け
て
は
本
を借
り
、
 

か
く
れ
て
勉
強
を
し
た
そ
う
で

す
。
 

激
し
く
な
っ
て
い
く
戦
争
、
 

祖
母
は
十
八
歳
で
結
婚
し
、
祖

母
が
二
十
歳
の
時
、
祖
父
が
戦

争
へ
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

そ
の
二
年
間
、
空
襲
で
飛
行
機

が
飛
ん
で
来
る
中
で
子
供
を
育

て
、
祖
父
の
無
事
に
帰
る
日
を

何
よ
り
も
願
っ
て
く
ら
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

八
月
十
五
日
、
ラ
ジ
オ
で
戦
争

が
終
わ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
祖

母
は
、
「あ
ー
、
こ
れ
で
日
本
は

平
和
に
な
る
。
父
さ
ん
が
帰
っ

て
一
家
そ
ろ
っ
た
生
活
が
で
き

る
」
と
安
心
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
 

戦
後
、
誰
も
が
貧
乏
で
生
活

に
追
わ
れ
て
い
た
日
々
、
祖
父

と
祖
母
は
力
を
合
わ
せ
て
四
十
 
 

（
五
三
中
 
三

年
）
 

年
間
六
人
の
子
供
を
育
て
、
生

活
と
戦
っ
て
き
ま
し
た
。
 

祖
母
は
僕
に
 
「大
樹
、
今
は

昔
と
違
っ
て
本
当
に
平
和
な
世

の
中
だ
。
な
ん
で
も
や
ろ
う
と

思
え
ば
な
ん
で
も
や
れ
る
。
大

樹
、
自
分
の
や
ろ
う
と
思
う
こ

と
を
見
つ
け
、
が
ん
ば
っ
て
そ

の
道
を
す
す
み
な
さ
い
」
と
僕

の
肩
を
た
た
い
て
励
ま
し
て
く

れ
ま
し
た
。
 

そ
し
て
祖
母
は
 
「苦
労
し
た

け
れ
ど
、
生
き
て
い
て
よ
か
っ

た
な
あ
」
と
し
み
じ
み
と
言
い

ま
し
た
。
 

私
は
、
こ
の
祖
母
の
話
を
聞

い
て
戦
争
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
、
日
本
で
は
戦
争
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
世
界
に
目
を

向
け
れ
ば
、
大
き
く
は
湾
岸
戦

争
か
ら
ソ
ビ
エ
ト
国
内
紛
争
、
 

ま
た
、
ペ
ル
ー
の
日
本
人
殺
害
。
 

特
に
湾
岸
戦
争
で
は
多
く
の
死

者
を
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
 

今
な
お
環
境
を
破
壊
す
る
油
田

の
火
災
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
の

処
理
を
す
る
た
め
に
何
億
の
お
 
 

金
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、
 

今
な
お
そ
の
後
遺
症
の
た
め
苦

し
ん
で
い
る
人
々
を
テ
レ
ビ
ニ

ュ
ー
ス
で
見
る
た
び
に
、
戦
争

の
悲
惨
さ
に
心
を
暗
く
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
 

広
島
で
は
、
原
子
爆
弾
で
の

多
く
の
人
々
の
苦
し
み
、
悲
し

み
を
み
ん
な
に
知
ら
せ
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
目
に
あ

っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
伝
え
る
た
め
に
、
僕
と
同
じ

歳
の
少
女
が
戦
争
の
語
り
べ
と

な
っ
た
と
い
う
話
を
聞
き
感
動

し
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、
僕
達

は
戦
争
を
知
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
二
度
と
こ
の
様
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
も
っ
と
戦
争
の
こ

と
を
知
り
、
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

「八
月
十
五
日
、
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た
」
と
し
み
じ
み
言

う
祖
母
の
笑
顔
を
み
て
、
尺
み

世
の
中
を
こ
わ
し
て
は
い
け
な

い
。
も
っ
と
も
っ
と
良
く
し
、
 

そ
し
て
守
り
通
す
の
が
僕
達
若

者
の
義
務
で
は
な
い
か
」
と
心

に
思
い
ま
し
た
。
 

謝

ー

さ
謝
 

市
中
央
公
民
館
（
斎
藤
忠
男

館
長
）
の
利
用
者
が
六
カ
月
間

を
通
し
て
学
ん
で
き
た
趣
味
や

教
養
の
発
表
の
場
で
あ
る
「
み

ん
な
の
教
室
展
示
、
発
表
会
」
 

が
十

一
月
二
十
三
日
午
前
十
時

か
ら
、同
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
館
が
生
涯
学
習

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
、
学
習
と
仲
間
づ
く

り
を
通
し
て
得
た
知
識
、
技
術

等
を
実
生
活
の
中
で
活
用
し
、
 

明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
役
立
て
 
 

る
こ
と
を
目
的
に
開
い
て
い
る
 

「み
ん
な
の
教
室
」
 
（十
二
教

室
廿
二
百
五
十
名
参
加
）
の
学

習
の
成
果
と
教
室
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め

開
い
て
い
る
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
受
講
生

一
人
一

作
品
を
目
標
に
五
百
点
の
作
品

が
展
示
、
発
表
さ
れ
、
五
月
一
一

十
日
に
開
校
以
来
今
日
ま
で
の

十
五
回
の
学
習
を
受
講
生
全
員

が
無
事
修
了
で
き
た
喜
び
を
分

か
ち
合
う
と
と
も
に
新
た
な
活
 

動
を
誓
い
合
っ
 

て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
多
く

の
市
民
が
訪
れ

そ
の
出
来
ば
え

に
目
を
見
は
り

な
が
ら
来
年

は
是
非
と
も
教

室
に
参
加
し
た

い
と
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
 

1
み
ん
な
の
教
室
 

学

習
の
成

果
を
発
表
 

盛況であった発表会（日舞教室のみなさん） 

(第749号)広報ごしょがわら

「
今
年
も
ま
た
、
八
月
卜
丘

円
が
く
る
な
あ
、
大
樹
、
こ
の

円
は
な
ん
の

nか
知

っ
て
い
る

か
」
と
祖
母
は
僕
と
二
人
の
時
、

問
い
か
け
て
き
ま
し
た
。

僕
は
ち
ょ
っ
と
迷
い
な
が
ら

「
日
本
が
戦
争
に
負
け
た
日
で

ね
が
」
と
adう
と
祖
母
は
ニ
コ

ッ
と
笑
い
、
戦
争
の
昨
の
生
活

を
話
し
始
め
ま
し
た
。

附
利
卜
六
午
、
戦
争
が
始
ま

ろ
う
と
し
で
い
た
時
、
祖
母
は

卜
瓦
岐
で
僕
と
同
じ
歳
で
し
た
。

祖
母
は
大
変
学
校
に
行
き
た
か

っ
た
そ
う
で
す
。
で
も
祖
母
は

け
ん
妹
八
人
小
の
長
女
、
ど
ん
な

に
願
っ
て
も
高
等
二
年
ま
で
し

か
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
僕
は
そ
の
こ
と
を
聞
い
て

深
く
身
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

僕
は
今
、
小
学
-
一-
年
生
、
受

験
に
向
け
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
が
、
仲
々
勉
強

に
予
が
つ
か
ず
、
学
校
に
行
き

た
く
な
い
な
、
勉
強
し
な
く
て

も
よ
け
れ
ば
木
叶
に
よ
い
の
に

と
思
う
何
日
で
す
。
そ
れ
な
の

に
勉
強
し
た
く
て
も
で
き
な
か
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「
祖
母
と
戦
争
」

山

内

っ
た
と
い
う
祖
母
。
い
か
に
僕

は
わ
が
ま
ま
な
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
し
た
。

学
校
に
行
け
な
か
っ
た
祖
母

は
、
そ
れ
か
ら

一
生
懸
命
働
き
、

ひ
ま
を
み
つ
け
て
は
木
を
借
り
、

か
く
れ
て
勉
強
を
し
た
そ
う
で

『。.1 激
し
く
な

っ
て
い
く
戦
争
、

祖
母
は
卜
八
歳
で
結
婚
し
、
祖

母
が
二
卜
歳
の
時
‘
祖
父
が
戦

争
へ
行
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
二
年
間、

空
襲
で
飛
行
機

が
飛
ん
で
来
る
中
で
子
供
を
育

て
、
祖
父
の
無
事
に
帰
る
円
を

何
よ
り
も
願
っ
て
く
ら
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て

八
月
ト
丘
円
、
ラ
ジ
オ
で
戦
争

が
終
わ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
祖

母
は
、
「
ゐ
l
、
こ
れ
で
日
本
は

平
和
に
な
る
。
父
さ
ん
が
帰

っ

て
一
家
そ
ろ
っ
た
生
活
が
で
き

る
」
と
安
心
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す。
戦
後
、
議
も
が
貧
乏
で
生
活

に
追
わ
れ
て
い
た
日
々
、
祖
父

と
祖
母
は
力
を
合
わ
せ
て
問
卜

大

樹

さ

ん

(
五
三
中
三
年
)

年
間
六
人
の
子
供
を
育
て
、
生

活
と
戦

っ
て
き
ま
し
た
。

祖
母
は
僕
に
「
大
樹
、
今
は

片
と
違
っ
て
木
当
に
平
和
な
世

の
中
だ
。
な
ん
で
も
や
ろ
う
と

思
え
ば
な
ん
で
も
や
れ
る
。
大

樹
、
自
分
の
や
ろ
う
と
思
う
こ

と
を
見
つ
け
、
が
ん
ば
っ
て
そ

の
道
を
す
す
み
な
さ
い
」
と
僕

の
肩
を
た
た
い
て
励
ま
し
て
く

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
祖
母
は
「
苫
労
し
た

け
れ
ど
、
生
き
で
い
て
よ
か
っ

た
な
あ
」
と
し
み
じ
み
と
一
斉
い

ま
し
た
。
私
は
、

こ
の
祖
母
の
話
を
聞

い
て
戦
争
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

で
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今、

u本
で
は
戦
争
が
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
世
界
に
円
を

向
け
れ
ば
、
大
き
く
は
湾
岸
戦

争
か
ら
ソ
ビ
エ
ト
同
内
紛
争
、

ま
た
、
ベ
ル

l
の
円
本
人
殺
害。

特
に
湾
岸
戦
争
で
は
多
く
の
死

省
を
出
し
た
ば
か
り
で
な
く
、

今
な
お
環
境
を
破
壊
す
る
油
田

の
火
災
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
の

処
理
を
す
る
た
め
に
何
倍
の
お

金
を
か
け
る
ば
か
り
で
な
く
、

今
な
お
そ
の
後
遺
症
の
た
め
汚

し
ん
で
い
る
人
々
を
テ
レ
ビ
ニ

ュ
ー
ス
で
見
る
た
び
に
、
戦
争

の
悲
惨
さ
に
心
を
附
く
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

広
島
で
は
、
原
子
爆
弾
で
の

多
く
の
人
々
の
山
内
し
み
、
悲
し

み
を
み
ん
な
に
知
ら
せ
、
二
度

と
こ
の
よ
う
な
悲
し
い
日
に
あ

っ
て
・
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と

を
伝
え
る
た
め
に
、
僕
と
同
じ

歳
の
少
女
が
戦
争
の
語
り
べ
と

な
っ
た
と
い
う
訴
を
聞
き
感
動

し
ま
し
た
。
そ
う
で
す
、
僕
達

は
戦
争
を
知
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
二
度
と
こ
の
様
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
も
っ
と
戦
争
の
こ

と
を
知
り
、
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
八
月
ト
五
日
、
生
き
て
い

て
よ
か
っ
た
」
と
し
み
じ
み
-
行

う
祖
母
の
笑
顔
を
み
て
、
「
今
の

世
の
中
を
こ
わ
し
て
は
い
け
な

い
。
も
っ
と
も
っ
と
良
く
し
、

そ
し
て
守
り
通
す
の
が
僕
透
析

去
の
義
務
で
は
な
い
か
」
と
心

に
思
い
ま
し
た
。

寸
み
ん
な
の
教
室

「
学
習
の
成
果
を
発
表

市
中
央
公
民
館

(斎
藤
忠
男

館
長
)
の
利
用
省
が
六
カ
月
間

を
通
し
て
学
ん
で
き
た
趣
味
や

教
養
の
発
表
の
喝
で
あ
る
「
み

ん
な
の
教
室
展
・
ぷ
、
発
信
究
会
」

が
卜

一
川
二
卜
一二
日
午
前
卜
時

か
ら
、
同
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
館
が
生
涯
学
押

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
、
学
科
と
仲
間
‘つく

り
を
通
し
て
得
た
知
識
、
校
術

等
を
実
生
活
の
小
で
活
用
し
、

明
る
い
家
庭
ポ
つ
く
り
に
役
立
て

る
こ
と
を
目
的
に
聞
い
て
い
る

「
み
ん
な
の
教
室
」
(
ト
ニ
教

室

1
二
百
五
卜
名
参
加
)
の
学

胃
の
成
果
と
教
室
相
互
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
阿
る
た
め

聞
い
で
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
口
は
、
受
市
生

一
人一

作
品
を
円
棋
に
五
百
点
の
作
品

が
展
示
、
発
表
さ
れ
、
五
月
二

卜
日
に
開
校
以
来
今
日
ま
で
の

卜
五
同
の
学
宵
を
受
議
生
全
員

が
無
事
修
了
で
き
た
喜
び
を
分

か
ち
合
う
と
と
も
に
新
た
な
活

動
を
得
い
合
っ

て
い
ま
し
た
。

ん

ま
た
、
多
く

k
t
 
山内

の
市
民
が
訪
れ

酌

=
そ
の
出
来
ぱ
え

鰍

に
口
を
見
は
り

佃

な
が
ら
来
年

ムま

は
是
非
と
も
教

鉱

室
に
参
加
し
た

吐

い
と
の
戸
が
多

あ

く
寄
せ
ら
れ
ま

町心

し
た
。

盛



五
所
川
原
市
史
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
私
が
担
当
し
て
い
る

民
俗
の
関
係
で
は
、
現
在
、
市
内
各
所
に
お
い
て
民
俗
調査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
民
俗
調
査
は
主
と
し
て
お
年
寄
り
か
ら
昔

の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
、そ

れ
を
記
録
化
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
今
ま
で
行

っ
た
調
査
の
中
か
ら
、
五
所
川
原
の
昔
の
正
月
行
事
の
様
子
を

紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

昔
の
正
月
 

昔
の
正
月
は
今
の
新
暦
で
は

な
く
、
旧
暦
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
よ
り
ー
カ
月
ほ
ど
遅

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て

こ
れ
か
ら
出
て
く
る
月
日
は
す

べ
て
旧
暦
に
な
り
ま
す
。
 

調
査
の
際
、
お
年
寄
り
に
正

月
の
こ
と
を
聞く
と
、
誰
で
も

ま
ず
最
初
に
い
う
の
が
 
「
昔
は

正
月
が
三
回
あ
っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
大
正
月
、小
正
月
、
 

サ
ン
ト
シ
の
三
回
で
す
。
大
正

月
は
現
在
と
同
じ
で
一
日
（元

日
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
小

正
月
は
十
五
日
が
年
取
り
で
、
 
 

十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
サ
ン
ト
シ
は
二
月
一

日
の
一
日
だ
け
で
、
こ
の
日
は

厄
払
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

大
正
月
，

ー
ー
 

の
行
事
 

大
正
月
を
迎
え
る
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
準
備
が
あ
り
ま
し
た
。
 

門
口
に
飾
る
ユ
ズ
リ
ハ
と
松
を

買
い
求
め
、
ス
ス
ハ
キ
を
しま

し
た
。
ス
ス
ハ
キ
は竹
の
柄
に

ク
サ
ボ
ウ
キ
を
つ
け
、
炉
で
薪

を
燃
や
し
て
出
た
一
年
分の
ス

ス
を
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お

供
え
餅
や
正
月
中
に
食
べ
る
餅

を
大
量
に
つ
い
て
用
意
し
て
お

き
ま
す
。
餅
は
 
「九
日
餅
（
ク
 
 

ニ
チ
モ
チ
）
は
つ
く
も
の
で
な

い
」
 
と
い
って
二
十
九
日
に
つ

く
の
を
避
け
ま
し
た
。
昔
の
正

月
の
お
供
え
餅
は
、
丸
い
二
段

重
ね
の
餅
の
上
に
小
さ
い
球
形

の
餅
を
置
い
た
も
の
で
し
た
。
 

大
晦
日
は
年
取
り
の
日
で
、
 

こ
の
日
の
タ
食
は
家
族
全
員
に

膳
が
つ
き
、
普
段
の
日
で
は
食

べ
れ
な
い
ご
馳
走
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
 

家
に
あ
る
掛
軸
を
す
べ
て
取
り

出
し
て
掛
け
、
飾
り
付
け
ま
し

た
。
夜
中
過
ぎ
に
な
る
と
部
落

の
オ
ボ
ス
ナ
サ
マ
（
神
社
）
へ

初
詣
り
に
出
か
け
ま
す
。ま
た
、
 

「若
水
汲
み
」
と
い
っ
て
、
普

段
使
用
し
て
い
る
井
戸
か
ら
、
 

家
の
亭
主
が
水
を
汲
み
ま
す
。
 

こ
の
時
「
ワ
カ
ミ
ズ
汲
む
 
コ

ガ
ネ
（
黄
金
）
汲
む
」
と
唱
え

ま
し
た
。
 

二
日
は
「
シ
ュ
ウ
ト
礼
」
 
と

い
っ
て
、
若
夫
婦
が
嫁
の
実
家

へ
あ
い
さ
つ
に
行
く
日
で
し
た
。
 

ワ
ラ
ツ
ト
に
頭
付
き
の
魚
と
酒
 
 

二
升
を
み
や
げ
に
持
っ
て
い
っ

た
と
い
い
ま
す
。
 

小
正
月
 

の
行
事
 

十
五
日
は
小
正
月
の
年
越
し

の
日
で
す
。
旧
暦
は
月
の
満
ち

欠
け
を
基
準
に
し
て
い
る
の
で
、
 

こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
満
月
の
日

に
あ
た
り
ま
す
。
小
正
月
は
オ

ナ
ゴ
の
正
月
（
大
正
月
は
オ
ト

コ
の
正
月
）
と
も
いわ
れ
ま
す
。
 

十
六
日
は
地
獄
の
釜
の
フ
タ
が

あ
く
日
だ
と
い
い
、
女
の
人
に

ホ
ウ
キ
も
持
た
せ
ず
、
針
仕
事

も
洗
濯
も
さ
せ
な
か
った
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
女
の
人
は
初

詣
り
も
小
正
月
に
し
た
と
い
う

し
、
実
家
に
も
遊
び
に
行
か
せ

て
も
ら
え
た
と
い
い
ま
す
。
 

ど
こ
の
家
で
も
ケ
ノ
シ
ル
を

大
量
に
つ
く
っ
て
お
き
、
小
正

月
中
食
べ
た
も
の
で
し
た
。
 

こ
れ
は
ワ
ラ
ビ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
 

フ
キ
、
ダ
イ
コ
ン
、ニ
ン
ジ
ン
、
 
 ゴ

ボ
ウ
、
マ
メ
な
ど
の
山
菜
や

野
菜
に
シ
ミ
ド
ウ
フ
、
コ
ン
ニ

ャ
ク
、
ア
ブ
ラ
ゲ
な
ど
を
加
え

て
味
階
で
煮
込
ん
だ
も
の
で
、
 

小
正
月
に
は
欠
か
せ
な
い
料
理

で
し
た
。
ま
た
、
ョ
モ
ギ
餅
は

十
六
日
に
食
べ
る
も
の
だ
と
い

い
、
必
ず
神
棚
に
あ
げ
て
か
ら

食
べ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
正
月
に

は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
集
中
し

て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

に
 
「イ
ナ
ボ
」
が
あ
り
ま
す
。
 

柳
の
枝
に
紅
白
の
色
付
き
の
餅

を
く
っ
つ
け
た
飾
り
を
イ
ナ
ボ

と
い
い
、
神
棚
の
両
わ
き
に
昆

布
で
結
わ
え
て
お
き
ま
し
た
。
 

タ
モ
の
木
の
枝
に
餅
を
ま
い
て

つ
く
っ
た
所
も
あ
り
、
こ
れ
を

タ
ン
ポ
餅
と
よ
び
ま
し
た
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
豊
作
祈

願
と
し
て
行
わ
れ
る
行
事
で
、
 

民
俗
学
で
は
予
祝
行
事
と
い
わ

れ
る
も
の
で
す
。
他
の
予
祝
行

事
と
し
て
「
庭
田
植
え
」
が
あ

り
ま
す
が
、残
念
な
こ
と
に
、
 

か
つ
て
行
っ
て
い
た
ら
し
い
と

い
う
だ
け
で
、
実
際
に
行
っ
た

り
、
見
た
と
い
う
経
験
者
に
出

会
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

も
う
ひ
と
つ
小
正
月
の
重
要

な
行
事
に
 
「ト
シ
ウ
ラ
」
、
津
 
 

軽
地
方
で
は
一
般
に
「
ョ
ノ
ナ

カ
ダ
メ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
農
作
物

の
豊
凶
を
占
う
も
の
で
、「臼
伏

せ
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
小
正
月
の
年
越
し
の
晩
、
 

米
粒
を
蒔
い
た
盆
に
餅
を
三
個

の
せ
、
臼
を
か
ぶ
せ
て
お
き
ま

す
。
翌
朝
、
臼
を
起
こ
し
て
餅

に
つ
い
た
米
粒
の
状
態
を
見
ま

す
。
餅
三
個
は
稲
の
ワ
セ
、
ナ

カ
、
オ
ク
テ
に
あ
た
り
、
ど
の

品
種
が
今
年
は
良
い
か
と
い
う

こ
と
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。
 

こ
れ
に
類
し
た
行
事
が
な
か
っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

正
月
行
事
に
限
ら
ず
、
現
在

ま
で
の
調
査
で
は
年
中
行
事
全

般
に
つ
い
て
の
内
容
が
、
県
内

の
他
地
区
に
比
較
し
て
希
薄
な

よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
事
柄
に
つ
い
て
よ
く
御
存
知

の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
市

史
編
纂
室
ま
で
情
報
を
よ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
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昔
の
正
月
は
今
の
新
暦
で
は

な
く
、
旧
暦
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
よ
り

一
カ
月
ほ
ど
遅

い
時
期
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て

こ
れ
か
ら
出
て
く
る
月
日
は
す

べ
て
旧
暦
に
な
り
ま
す
。

調
笠
の
際
、
お
年
寄
り
に
正

月
の
こ
と
を
聞
く
と
、
誰
で
も

ま
ず
最
初
に
い
う
の
が
「
昔
は

正
月
が
三
回
あ

っ
た
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
大
正
月
、
小
正
月
、

サ
ン
ト
シ
の
三
回
で
す
。
大
正

月
は
現
在
と
同
じ
で

一
日
(
元

日
)
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
小

正
月
は
十
五
日
が
年
取
り
で
、

市
史
編
纂
た
よ
り

mm

正
月

行

五
所
川
原
市
史
の
刊
行
に
あ
た
っ
て
、
私
が
担
当
し
て
い
る

民
俗
の
関
係
で
は
、
現
在
、
市
内
各
所
に
お
い
て
民
俗
調
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
民
俗
調
査
は
主
と
し
て
お
年
寄
り
か
ら
昔

の
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し
、
そ

れ
を
記
録
化
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
今
ま
で
行

っ
た
調
査
の
中
か
ら
、
五
所
川
原
の
昔
の
正
月
行
事
の
梅
子
を

紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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昔
の
正
月

平成3年(1991年)12月15日

事

十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
サ
ン
ト
シ
は
二
月

一

日
の

一
日
だ
け
で
、
こ
の
日
は

厄
払
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
正
月の
行
事

大
正
月
を
迎
え
る
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
準
備
が
あ
り
ま
し
た
。

門
口
に
飾
る
ユ
ズ
リ
ハ
と
松
を

買
い
求
め
、
ス
ス
ハ
キ
を
し
ま

し
た
。
ス
ス
ハ
キ
は
竹
の
柄
に

ク
サ
ボ
ウ
キ
を
つ
け
、
炉
で
薪

を
燃
や
し
て
出
た

一
年
分
の
ス

ス
を
取
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お

供
え
餅
や
正
月
中
に
食
べ
る
餅

を
大
量
に
つ
い
て
用
意
し
て
お

き
ま
す
。
餅
は
「
九
日
餅

(ク

つ

近
・
現
代
部
会

成

ニ
チ
モ
チ
)
は
つ
く
も
の
で
な

い
」
と
い

っ
て
二
十
九
日
に
つ

く
の
を
避
け
ま
し
た
。
普
の
正

月
の
お
供
え
餅
は
、
丸
い
二
段

重
ね
の
餅
の
上
に
小
さ
い
球
形

の
餅
を
置
い
た
も
の
で
し
た
。

大
晦
日
は
年
取
り
の
日
で
、

こ
の
日
の
夕
食
は
家
族
全
員
に

膳
が
つ
き
、
普
段
の
臼
で
は
食

べ
れ
な
い
ご
馳
走
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

家
に
あ
る
掛
軸
を
す
べ
て
取
り

出
し
て
掛
け
、
飾
り
付
け
ま
し

た
。
夜
中
過
ぎ
に
な
る
と
部
落

の
オ
ボ
ス
ナ
サ
マ
(
神
社
)
へ

初
詣
り
に
出
か
け
ま
す
。
ま
た
、

「
若
水
汲
み
」
と
い
っ
て
、
普

段
使
用
し
て
い
る
井
戸
か
ら
、

家
の
亭
主
が
水
を
汲
み
ま
す
。

こ
の
時
「
ワ
カ
ミ
ズ
汲
む
コ

ガ
ネ
(
黄
金
)
汲
む
」
と
唱
え

ま
し
た
。

二
日
は
「
シ
ユ
ウ
ト
礼
」
と

い
っ
て
、
若
夫
婦
が
鯨
の
実
家

へ
あ
い
さ
つ
に
行
く
日
で
し
た
。

ワ
ラ
ッ
ト
に
頭
付
き
の
魚
と
酒

て
田

敏

二
升
を
み
や
げ
に
持

っ
て
い

っ

た
と
い
い
ま
す
。

"1 

小
正
月の
行
事

十
五
日
は
小
正
月
の
年
越
し

の
日
で
す
。
旧
暦
は
月
の
満
ち

欠
け
を
基
準
に
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
日
は
ち
ょ
う
ど
満
月
の
日

に
あ
た
り
ま
す
。
小
正
月
は
オ

ナ
ゴ
の
正
月

(大
正
月
は
オ
ト

コ
の
正
月
)
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

十
六
日
は
地
獄
の
釜
の
フ
タ
が

あ
く
日
だ
と
い
い
、
女
の
人
に

ホ
ウ
キ
も
持
た
せ
ず
、
針
仕
事

も
洗
濯
も
さ
せ
な
か

っ
た
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
女
の
人
は
初

詣
り
も
小
正
月
に
し
た
と
い
う

し
、
実
家
に
も
遊
び
に
行
か
せ

て
も
ら
え
た
と
い
い
ま
す
。

ど
こ
の
家
で
も
ケ
ノ
シ
ル
を

大
量
に
つ
く

っ
て
お
き
、
小
正

月
中
食
べ
た
も
の
で
し
た
。

こ
れ
は
ワ
ラ
ピ
、
ゼ
ン
マ
イ
、

ヲ
キ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ

ン
、

ゴ
ボ
ウ
、
マ
メ
な
ど
の
山
菜
や

肝
菜
に
シ
ミ
ド
ウ
フ
、
コ

ン
ニ

ャ
ク
、
ア
ブ
ラ
ゲ
な
ど
を
加
え

て
味
附
で
煮
込
ん
だ
も
の
で
、

小
正
月
に
は
欠
か
せ
な
い
料
理

で
し
た
。
ま
た
、
ヨ
モ
ギ
餅
は

十
六
日
に
食
べ
る
も
の
だ
と
い

い
、
必
ず
神
棚
に
あ
げ
て
か
ら

食
べ
ま
し
た
。

五
所
川
原
に
限

っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
正
月
に

は
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
集
中
し

て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ

に
「
イ
ナ
ポ
」
が
あ
り
ま
す
。

柳
の
枝
に
紅
白
の
色
付
き
の
餅

を
く

っ
つ
け
た
飾
り
を
イ
ナ
ボ

と
い
い
、
神
棚
の
両
わ
き
に
昆

布
で
結
わ
え
て
お
き
ま
し
た
。

タ
モ
の
木
の
枝
に
餅
を
ま
い
て

つ
く
っ
た
所
も
あ
り
、
こ
れ
を

タ
ン
ポ
餅
と
よ
び
ま
し
た
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
は
豊
作
祈

願
と
し
て
行
わ
れ
る
行
事
で
、

民
俗
学
で
は
予
祝
行
事
と
い
わ

れ
る
も
の
で
す
。
他
の
予
祝
行

事
と
し
て
「
庭
田
植
え
」
が
あ

り
ま
す
が
、
残
念
な
こ
と
に
、

か
つ
て
行

っ
て
い
た
ら
し
い
と

い
う
だ
け
で
、
実
際
に
行

っ
た

り
、
見
た
と
い
う
経
験
者
に
出

会
っ
て
い
ま
せ
ん
。

も
う
ひ
と

つ
小
正
月
の
重
要

な
行
事
に
「
ト
シ
ウ
ラ
」
、
津

軽
地
方
で
は

一
般
に

「ヨ

ノ
ナ

カ
ダ
メ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
農
作
物

の
壁
内
を
占
う
も
の
で
、
「臼
伏

せ
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
小
正
月
の
年
越
し
の
晩
、

米
粒
を
蒔
い
た
盆
に
餅
を
三
個

の
せ
、
臼
を
か
ぶ
せ
て
お
き
ま

す
。
翌
朝
、
臼
を
起
こ
し
て
餅

に
つ
い
た
米
粒
の
状
態
を
見
ま

す
。
餅
三
個
は
稲
の
ワ
セ
、
ナ

ヵ
、
オ
ク
テ
に
あ
た
り
、
ど
の

品
種
が
今
年
は
良
い
か
と
い
う

こ
と
を
判
断
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
類
し
た
行
事
が
な
か

っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

正
月
行
事
に
限
ら
ず
、
現
在

ま
で
の
調
査
で
は
年
中
行
事
全

般
に
つ
い
て
の
内
容
が
、
県
内

の
他
地
区
に
比
較
し
て
希
薄
な

よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
事
柄
に
つ
い
て
よ
く
御
存
知

の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
市

史
編
纂
室
ま
で
情
報
を
よ
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と

回心

っ
て
お
り
ま
す
。



資料の一部 

先
人
達
が
築

き
上
げ
た
五
所
川

原
市
の
『
自
然
、
文
化
、
産
業
な

ど
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
資
料
を

保
管
展
示
し

て
い
ま
す
。
 

見
学
は
午
前
九
時
か
ら
、
午
後

の
四
時
ま
で
。
休
館
日
は
毎
週

月

曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

（
入館
料
は
大
人
ニ
〇
六
円
で

す
。
団
体
割
引
き
も
あ
り
ま
す
）
 

⑧歴史民俗資料館 

jI 散歩 

田
園
都
市
西
北
五
の
中
心
地

五
所
川
原
市
大
町
、
寺
町
か
ら

続
く
本
町
商
店
街
を
、
私
達
友

人
は
、
み
ち
の
く
津
軽
の
銀
座
 

と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
昔
、
岩

木
川
の
乾
橋
を
渡
り
町
に
着
い

た
人
々
は
 
「ド
ッ
テ
ン
シ
タ
。
 

タ
マ
ゲ
ダ
、コ
ゴ
日
本
ダ
ベ
ガ
」
 

と
驚
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
 

商
店
街
の
飾
り
付
け
は
道
行
く

多
く
の
人
達
の
目
を
楽
し
ま
せ

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
へ
と
足
を
運
ば
せ
ま
す
。
 

白
菊
黄
菊
な
ど
沢
山
の
菊
花
の

香
り
が
た
ぐ・
よ
っ
て
い
た
十
一

月
も
過
ぎ
師
走
に
入
り
 
「靴
の

ヤ
マ
グ
チ
」
前
と
 
「み
ち
の
く

銀
行
」
前
に
大
き
な
モ
ミ
の
木

が
立
ち
ま
し
た
。
タ
暮
れ
と
共

に
、
イ
ル
『
ミ不
ー
シ
ョ
ン
が
、
 

星
座
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
に
光

り
輝
き
ほ
っ
と
一
息
、
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
に
誘
わ
れ
ま
す
。
四

季
折
々
に
色
ど
ら
れ
、
時
折
さ

わ
や
か
な
有
線
の
バ
ッ
ク
ミ
ユ
 

ー
ジ
ッ
ク
を
聞
き
な
が
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
と

一
日
に
何
回
と
な
く
毎
日
歩
い

て
い
る
、
み
ち
の
く
津
軽
の
銀

座
、
本
町
商
店
街
が
好
き
で
す
。
 

一
 

 

私
の
風
景
 

宮
 
崎
 
妙
 
子
さ
ん
 

（
市
内
鎌
谷
町
一
一
干
三
）
 

ー
こ
こ
が

好
き
で

す
 
⑩
 

「み
ち
の
く
津
軽
の
銀

座
」
 

広報ごしょがわら 	 （第749号） (7-. 平成 3 年（1991年）12月15日 (第749号)広報ごしょがわら7 、1ιh立3t¥三(199l年)12111511

「
み
ち
の
く
津
軽
の
銀
座
」

一私
の
風
景
了

}唱}が好きです

「晶『

邑

山
岡
部
市
内
北
任
の
小
心
地

バ
所
川
原
市
大
町
、

h
J
町
か
ら

続
く
本
町
商
問
街
を
、
私
達
友

一
一
人
は

み

ち

の

く

は

の

熊

と
い
っ
て
お
り
ま
す
。
介
、

日

本
川
の
位
楠
を
渡
り
川
に
泣
い

た
人
々
は
「
ド
y
テ
ン
シ
タ
。

タ
マ
ゲ
ダ
、
コ
ゴ

川
本
ダ
ベ
ガ
」

⑬ 

崎

妙

子

さ

ん

(
市
内
鎌
谷
町
一
三
l

三
)

と
篤
い
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。

尚
情
的
の
飾
り
付
け
は
道
行
く

多
く
の
人
遠
の
け
を
楽
し
ま
せ

心
に
安
ら
ぎ
を
う
え
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
へ
と
足
を
述
ぱ
せ
ま
す
o

h
菊
淀
川
潟
な
ど
沢
山
の
菊
花
の

丹
り
が
た
J

よ
っ
て
い
た
卜

一

川
も
過
ぎ
師
右
に
人
り
「
靴
の

ヤ
マ
グ
チ
」
前
と
「
み
ち
の
く

銀
行
」
前
に
大
き
な
モ
ミ
の
木

が
乞
ち
ま
し
た
。
夕
刊有
れ
と
共

に
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
、

以
踏
を
ち
り
ば
め
た
よ
う
に
光

り
姉
き
ほ
っ
と
A

息
、
ク
リ
ス

マ
ス
気
分
に
誘
わ
れ
ま
す
。

問

季
折
々
に
色
ど
ら
れ
、
時
折
さ

わ
や
か
な
打
線
の
パ

y
ク
ミ
ユ

l
ジ
y
ク
を
聞
き
な
が
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
シ
ヨ

y
ピ
ン
グ
に
と

一
川
に
川
川
と
な
く
毎
円
少
い

て
い
る
、
み
ち
の
く
地
位
の
銀

峰
、
本
町
商
府
出
が
好
き
で
す
。

散歩
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先
人
達
が
築
き
上
げ
た
五
所
川

原

市

の
ぺ
自

然

、

文

化

、

産

業

な

ど
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
資
料
を

保
管
展
示
し
て
い
ま
す
。

見
学
は
午
前
九
時
か
ら
、
午
後

の
四
時
ま
で
。
休
館
日
は
毎
週
月

曜
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(入
館
料
は
大
人
二

O
六
円
で

す
。
団
体
割
引
き
も
あ
り
ま
す
)
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海上保安庁船艇職員等募集 
レ受付締tJJり 	12 月 2 4 日 （火） 

ン問 い 合 せ 
容 0177 34 2423 

水を大切に 
J 

ム＝2 

◆
お
わ
び
と
訂
正
 
十
二
月
一

日
号
九
頁
の
、
人
権
擁
護
委
員

船
水
信

一
さ
ん
の
電
話
局
番
は

三
七
局
の
誤
り
で
し
た
。
 

訂
正
し
て
お
わ
び
致
し
ま
す
。
 

津
軽
鉄
道
 
水
車
吟
社
 

温
め
酒
木
の
葉
の
落
ち
る
影
を

見
て
 

内
山
 
溝
村
 

汽
車
走
る
地
鳴
り
土
堤
の
草
紅

葉
 

佐
々
木
夢
衣
 

闘
病
の
窓
辺
を
洗
う
秋
時
雨
 

坂
田
 
雑
人
 

あ
た
た
め
て
逆
縁
沸
に
酒
供
ふ
 

工
藤
 
仙
峯
 

傭
き
し
行
商
の
女
息
白
し
 

渋
谷
 
房
子
 

唐
辛
子
深
紅
に
燃
え
て
村
寂
び

ぬ
 
工

藤
 
暁
村
 

宝
く
じ
手
に
し
て
浮
か
び
数
え

日
や
 

小
野
 
雪
村
 

後
戻
り
出
来
ぬ
人
生
五
十
路
秋
 

原
田
 
桂
峰
 

業
終
え
て
汝
や
吾
や
と
つ
ぐ
温

め
酒
 

敦
賀
 
栢
村
 

寡
黙
な
る
友
も
亦
よ
し
温
め
酒
 

三
和
 
箪
村
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農業委員選挙人名簿を作成 
有資格者はもれなく申請を ノ 

第‘ 1( 

上の人で農家世帯主と同j者している親族 

(6親等内の血族配偶者、 3 親等内の姻族） 

010アーIレ」』夫L耕作している農業生I童法人の

組合長または社員（年間60日以 E耕作に従

事してし、る人） 

ン記入事項 

(D申請者の住三所・氏名 （押印してくださレ、） 

②耕作面積 

③選挙権のある世帯員の氏名・続柄（世帯 L 

からみた続柄を記入） 

④生年月日 

※申請用紅モが配布されなかったり‘ 記入 E不明

な点がありましたら市農業委員会（内線229・ 

230番）へご連絡くださし、。 

市農業委員会では、農業委員の選挙人名簿を

作成します。 

これノは、法律に基づいて1月 1 日現在で行わ

れるものです。 

農家のみなさんは、 「選挙人名簿登載申請書」 

を提出してください。 

選挙人名簿の登載申請用紙は、 12月25日ごろ

に行政連絡員を通じて各農家に配布します。 

農家のみなさんは、 申請書に記入のうえ 1月 

10臼までに行政連絡員にお渡しください。 

r ン選挙資格のある人 

0 市内に住所があり、 10アール上l太「二の農地を

耕作しているI比帯で、年間60日以 E耕作に

従事しているメ、 

くフ田｛和 17年4 月 I 日丁し川にり F: れた満2(L覆l1 

水道管の凍結にご注意をク 市水道事業所 
水道管は気温カシマイナス摂氏 4 度以ドになる

と、防寒等の不完全なものは凍結したり、破裂

することがありますのて二次のことに注意してく

ださし、。 

＞水抜栓・不凍栓を備え付けの場合 

長い間家を空けるようなときや就寝前には 

‘必ず水抜栓・不凍栓のハンドルをしっかり止

まるまで閉め、蛇口を 一1不に開いてください。 

もしも凍らせて 

I・凍結防」上の放水はやめてく ださい。 

凍結防止のため水を出しっ放しにすると、 

メーターが次第‘こF功；り、 春の検針精算の際

思わぬ支出ヒなりますので、 りな水はやめてく

ださレ、。 

’ 軽い凍結の修理の仕方 

〇凍結したときは、露出している管（保温筒な

どは取りはずす）や、蛇口などにタオル等を

巻きつけ、その上からお湯をゆっく りかける

と、軽い凍結ですと水が出るようになります。 

直接熱湯をかけたり、 直火を当てたり、 また

電気を直接 j充す解氷などは、 蛇口の破裂や火

災の原因になりますので＋分ご注意ください。 

〇それでも解けないときは、お近くの市指定水

道1プ事店にお申し込みください。 

(第749~~- ) H 

作 成

広報ごしょがわら

業委員選挙人名簿を
有資格者はもれなく申請を /

予成3年(1991年)12月15円

盛主ヨ
居更

I~ の人で出家 I l t イ g: i:とI，，/)，けしている 刷版

(6親等内のJflL肱配偶庁、 3刷等|村の刷版)

0 10アーノレ以 ト~W附f している民業ノLI続法人の

斜l介氏または十U1 UI'-/l¥J60 11以上緋作に従

ιJ¥:している人)

c>記入事項

1)11'W.('i-のイl:所 ・氏名

2)利十イ十1fti，h'l 

:3)選挙権のある 11J: ':l ~:nの氏名・率先柄(111ノ11干し

からみた続柄告と I~-C. 人)

りノ|ミ勺三)1 1 1 

※1/'，:"ひ1I紙 が配布されなカミったり、ぷ人 1-_1ζ川

な..，1ょがありましたらI/i山業会Ll会(内線229・

230舟)へこ述怖ください

(111'1:11してくださしつ

1 行農業委員会では、 l時 j定委 Ll の~>f主人1-'，併合

作成します。

これは、法律に必づいて 1)J 1 H刷 山で、行わ

れるものです。

段家のみなさんは、「i援準人名簿 授，1を111，ilt，tむ

を提出 してください。

選挙人名簿の登，1実rJl消j1]紙は、 12ムJ2511ごろ

に行政連絡μを通じて作段家に配布 します。

農家のみなさんは、 1/1前，I}=に.t12人 のうえ 1) 1 

10 fiまでに行政連絡はにお被し ください。

c>選挙資格のある人

o I/i内に住所があり、 10アール以上の山J也会

.fJ~作している Ilt':l'，:で、 ' 1 ミ /I \J60 11以上耕作に

従・]¥:している人

011百平1J117'-1ミ4)J1 11 ~ス IÌÎî にノ |ミま才した ì，!tJ 20/，汲 Lス

水道管の凍結にご注意をグ 一市水道事業所一
必 J東赤吉日方よとの方支水はやめ てくださし、

凍結防止のため水会1'1¥しっ政しにする と.

メー ターが次第に 1:がり、がの険主卜:f，'ir;):の|際

思わぬ支:11¥となりますので .ぬノkはやめてく

fごさし¥

j 毎上保安庁船艇職員等募集
I c>受付締切り 12)]2411 (火)
| 問い合せ 山森t似 1'-似'火庁1¥
l 宏量 0177 34 2423 

水を大切に
d 

/]'<iliWは%出がマイナス則氏 1).Q'以下になる

と、 I~β本等の不完全なものはìW作J; したり、破裂

することがありますので次のことに山ぷ+してく

fごさし、。

c>水抜栓・不;東栓を備え付けの場合

長いr.lH家を明けるようなときや枕泌liijには
必ず水抜怜 ・イ:;:(東住のハンドノレ会し っかり I1二

まるまで閉め、蛇11を 料Jに 開いて くだ さい。

軽い凍結の修理の仕方

O (点結したときは、出11\ している竹 (1~ i1l1t í~可な

どは取りはずす)や、蛇11などにタオノレ等合

巻きつけ、その l~からお搬をゆっく りかける

と、軽い凍結ですと水が11¥るようになります。

直f妾曹再i易をかけたり 、 直火を当てたり 、 また

電気を直接流す解氷などは、蛇口の破裂や火

災の原因になりますので十分ご注意ください。

0それでも解けないときは、お近くの111指定水

道工']1:府にお 十"し~みください。
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平成4年新年名刺交換会 
＞日時 平成4 年1月 4 日（土）午前11日寺 

）場所 市民文化会館 23皆 

ン会費 	1 ,500円 （申し込みと同時に納 

1、くださレ、。） 

＞申し込み締切 12月25日 （水） 

ン申し込み先 市総務課または五所川原 

商工会議所 

主催 五所川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 

レ日時 」I勾戎 3 年12月24日 （月）午後 6日寺

レ場所 鶴常書J吉助寸也（本町） 

野外特設ステージ 

ンプログラム ロック＆フェージョ ン 

ン出演団体 
1 HORIZON 

2 レ・ソ ドノ、ウス 

ンフ、、場料 無料 

i‘催 五所川原市観光協会 

マイホーム資金は年金住宅融資で 
（最高 1, 880万円） 

只今申込受付中ノ11月5日～12月20日迄 
☆・利用て二’きる方 

厚生年金保険に加入している方で、加入期間 

が 3 年以上ある方。 

☆資金の使i金 

新築住宅、 マンション・建売住宅購入資金で、 

居住面積220 rr? ス下のもの。住ジ宅改良は居住面 

積50 ru 以上のもの。 

☆融資金額 

所要資金の80％以内で、加入期間などにより 

最高1 ,880万円まて了。 

☆融資利率 

年5.71%（一般貸付）〔平J戎 3 年10月30日現在〕 

☆返済期間 

5 年から35年まで。「ステップ返済」 も利用てF 

きます。 

*申込受付期間 	 一 

今年度第 3[ 01=11月 5 日～12月20日まて三。 	， 

☆お問い合一せ先 

県保険課・県厚生年金勤労者住宅協会 

胃 0177 (73) 2077へ, 

14 平成 3 年（1991年）12月15日 	 広報ごしょがわら 	 （第749号） 

音と光の祭典 
魅惑のコンサート (稽!---弱 

に喜 
飛び出そうノ白銀の大世界へ 

「第14回 
賛珠の銀嶺にいどむ親子の 

つどい」 

ンとき 斗勺戊 4 Th 1 )I 1l日 （上） 午後零ii寺30分 

から1月12日 （日）午後 18寺まで 

レところ 青森県立焚珠少年自然の家 

ぐ五所川原市神山） 

＞対象者 （亘）小学校 3 年生から中学校 3 年生ま 

での児童、生徒とその保護者。 

に》少年団体（こども会等） とその指導者。 

ン定員 100名 

＞経費 lメ、 1,900円 

）研修内容 ①カンジキつく り （雪の野山を歩 

くのに便利な道具）（②）冬の動物のくらし 

（、③）ボンフアイヤー （火を囲んてマ）レクリエー 

ション）（④プレーイング・ザ・冬山 

（カンジキなどを使っての野タ柵舌動） 

＞持ちもの 防寒具、長靴、洗面具、保険証、 

上履、 着替え、 軍手、 筆記用具（リュックが 

あれノば便利です） 

＞日手呈 （ 1泊 2 日） 

時 間 1月 11日（土） 時 間 1月 12日回‘ 

12 : 

13 : 

14 : 

16 : 

17 : 
17 : 
18 : 

19 : 

20 : 
22 : 

30 

00 

00 

30 

30 
45 
00 

00 

30 
00 

受 付 
はじめのっどい・ 
オリュ、ンテ一ション 
演 習 
「カンジキづくり」 
講 議 

「冬の動物の暮らし」 
係 活 動 
夕べのっどし、 
夕 食・休 憩 
実 技 
「ボンフアイャー」 
入 浴・自由交換
消 灯・就 寝 

6 : 30 
7 : 00 
7 】 15 
8 : 00 
9:00 

12 : 00 
12 : 45 
13 : 00 

起 床‘洗 面 
朝のっどい 
奉仕活動 
朝 食・諸準備 
実 技 

「プレ 	イング ザ・冬山」 
昼 食 
おわりのっどい 
解 散 

＞申し込み締ち1］りと問い合せ 

平成 3年12月28日 （土） 

青森県立発珠少年自然の家 

F 036-06 五所川原市大字井申山字殊峯117-602 

" 0173 (29) 3303番 

9 、!とIJ足3年(1991'ド)12f115rI 広報ごしょがわら (第749号)

飛び出そう/白銀の大世界ヘ

「第14回
党珠の銀嶺にいどむ親子の

つどい」

じ〉とき 、|えJJ父<1'1'. 1 ) ~ 1111 ( 1 :) 午後'ヰ~II午30分

から 1)J1211 (11) 〆|二後 111年まで

じ〉ところ 1tf森 l!EL、けが米少'1'. l' 1然の家

( 11'.I，r)IIJ;;(dit'i'lII) 
じ〉対象者 @ Iトγ:校 3'ドfれから，'，γ:校 3'1'ノ1-:ま

での ~Ic. ?氏、ノ1-:徒とその保泌1'i"

。 少'[e卜tl体(こども会等)とその桁持弁。

仁〉定員 1001'， 

じ〉経費 1人 1，9001'J 

じ〉研修内容 1)カンジキっくり ("'jの野111を歩

くのに便利な道S.!.-) ②冬の動物のくらし

3)ポンフ ァイヤー(火を1)1'1んでのレクリエー

ション) 1)プレーイング ・ザ ・冬 山

(カンジキなどを使つての野外活動)

仁〉持ちもの IVJ定只、 民一靴、 洗 I[JI具、保|電気rfl玉、

U!1. -1守持え、 T択す三、官記朋 J.!.-(リュックが
あれば便利です)

[>日干呈 ( 1 7(1 2 f 1 ) 

II.~ fm 1月11 nll:l H寺↑:n

12: 30 受付 6: 30 

13: 00 
は じめのつどい ・ 7: 00 
オリエンテーション 7 : 15 

14: 00 i高「カ円ンジキづく り」 8: 00 
9: 00 

16: 30 r持冬のJ品1~J物の暮 らし」
12: 00 

17 : 30 係 1吊 1~J
12 : 45 

17 : 45 タベのっと い
13: 00 

18: 00 夕食・休恕

19: 00 実「ポ技ノ 7ァイヤー」

20: 30 人 j谷・門由交倹

22: 00 げiH就寝

[>申し込み締切りと 問い合せ

平成 3午 12月28口(上)

ト?森県立党珠少年自然の家

1 n 1 2 f!1日)

起床 i先 I而
引のつどい

容ft活動
朝食 ，;r，準備

「実プレー技イング ザ・冬山」

f!: 食
おわりのっとい

解散

〒03606五所川原市大字神山字殊峯117602 

~0173 (29) 3303評

音と光の祭典
魅惑のコンサート

仁〉日日寺 、Iえ}J父3イ1'-12)J2411 (JJ) ノド後 6fl!i 

[>場所側'，;;~' ，1 :-: }II.=跡地(本1110

野外特設ステージ

仁〉プログラム ¥ ]ソク &フ了一 ジョ ン

[>出演団体

IIOR 1 ZON  

2 レ ッ ドノ、ウ ス

じ〉入場料 JRUi:I 

HHl 五所川原市観光協会

マイホーム資金は年金住宅融資で
(最高 1，880万円〉

只今申込受付中/11月5日"'12月20日迄
公利用できる方

J'fUI~1r <ß:保険に力1 1 人している )jで、}jll 人)\;IJII\J

が 3{I'-以 1:ある )j，

女 資金の使途

新築イ1:'七、マンション .W必11=.七時人資金で、

)，'H1:I(II柿 220111"以 卜ーのもの 11:'-1:::改良は)，<;'イl=.I(II 
般50出a以 1:のもの。

女融資金額

191' '援資金の80%以内で、力11人JJ，;Ijl品!などにより

h企r¥'，'j1，880 Jj 11 J :まで。

す融資利率

イド5.71% ( 一般貸付-)[、r:}~父 3 年10月 30 r-I制化〕

会返済期間

5 {I三から35"ドまで。「ステップ返済」も利用で

きます。

カ 申込受付期間

今年度第 31"1=11片 511 ~12月 20 円まで。

食 お問い合せ先

1Ç-"保険~ ・ 県厚生年金勤労者住官協会

宮 0177 (73) 2077へ。

平成4年新年名刺交換会
仁〉日日寺 斗L.)戊4長手 1fj4FI(ヒ)I1二市Jl11l、子

仁〉場所 市民文化会館2階

[>会費 1，500円(巾 し込みと同時に納

人ください。)

じ〉申し込み締切 12月25円(水)

[>申し込み先 r行総務課または五所川原

間工会議所

主催五所川原r!i

五月rr川原商」二会議所

1行内農業協同組合懇談会
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~ほけんだより 	市役所 35-2111 1月の保健センター相談日 
)1月10日、17日、24目、31日 （毎週金曜日。） 

~この欄の問い合せ 
レ時間 午前1加寺から午後 31昨まで％ 

~ 	保健環境課 （内線268・272) ン内容 血圧測定、尿検査等を含めた健康相談 

「乳幼児の健康診査  
に応5じますので・、赤ちゃんからお年寄りまで’ 

お気軽にご利用ください 

 

）場所 市保イ建センター 

レ受付時問 12: 30-12:45まてる 

レ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル0 

3 歳児はアンケートと尿を小ビンに入れて持

参ください。 転入者の方、不明な点はご連絡

ください。 

※注意 （ユ)6カ月健康相談につごうで来れなか 

r った場合は、神経芽細胞腫（小児がん）の検

査セッ トを、母子健康手帳を持参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。 (6 カ

月、 7 カ月児に限るJ 

②病気療養中（特に伝染性の病気）のお子さ

んはご遠慮ください。 

月 令 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ月児 1-13 年 9 月生まれ 1月14日因 健康診査 

6 カ月児 H3年 6 月生まれ 1月21日因 健康相談 

1 歳児 H2年12月生まれ 1月27日（月） 健康相談 

1 歳 
6 カ月児 H2年 7 月生まれ 1月28日因 健康診査 

3 歳児 S 63年 9 月生まれ 1月16日（村 健康診査 

年末年始の『ゴミ』に 
ついてお願い 

・休み期間中は、絶対にゴミを出さない
で下さい。 

・ゴミ収集場所はゴミ捨て場ではありません。 

結核検診の結果通知 

今年度、下記の日程で実施した結核検診の結

果について、精密検査の必要な方にはイ固々に通

知していますが、今月中に通知のない方は異常

がなかったものとしてご了解願います。 

[］ 	程 実 	施 場 所 

9 月18日～10月15日 市内一円 

11月 6 日～11月15日 市保健センター前 

11月25日～12月 9 日 市内一円（60歳以上の未受診の方） 

製造業を営むみなさんへ 

『×買編計圏宣』 
にご協力を” 

12月31日現在で実施のため、皆さまには年末

年始のおI「亡しい中、調査員がお伺いしますのーで

ご協力下さるようお願いいたします。 

本調査は、我が国製造業の事業Ii斤を対象とし

て、 その実態を明らかにすることを目的とする

ものです。 調査の結果は国や都道府県の施策立

案の基礎資料とします。 

ぐ対象 甲調査は30人工上上の事業月i 

乙調査は29人以下の事業月i 

主な調査項目は事業所名、従業者数、原材料

及び嬉太料使用料、製造出荷額などです。 

＞間い合せ 市企画調整課統計調査係（内線318) 

市の年末・年始の業務案内 
⑥本庁と各支所は12月28日（土）から 1月 3 日（金うま

で休みます。 

印鑑証日月などは 3 か月間有効期間があります

ので、必要な方は年末・年始休み前を利用して

ください。 

ただし、本庁の収納課は、 12月30日（月）と 31日 

（火）午前中は窓口業務を行います。 

く》西北中央病院は、12月28日（土）午後から 1月 3 

日（金）まて、休み、 1月 4 日（土）から診療を始めま

す。 

⑥水道の故障修理の受付は、五所川原市水道事  

業所中央管理センター（"34-911 1）で行います。 

⑨図書館は、12月26日（木）から・1月 4 日（土）まで図

書の閲覧と貸し出し業務は行いません c, 

⑨市民文化会館、三道会館は、12月28日（土）から 

1月 3 日（御までり一般開放は行いません。 

⑥歴史民俗資料館と市民体育館は、12月27日（制

から I月 4 日（土）まで、中央公民館、働く婦人の

家は、12月28日（むから 1月 3 口（釘まで 碑受開放 

を行いません。 	 、 

0勤労者野外活動施設（狼野長根） は、12月29 

H (H）から 1 月 3 日（割まで一青受開放は行いません。 

、 

平成3年(1991年)12月15日 広報ごしょがわら (第749号)馴

jほけんた、より 市役所 35-2111i

この欄の問い合せ ! 
保健環境課 (内線268・272) 1 

「雪I幼旧・ずし Jし の健康診査寸
l>場所市保健センター

l>受付時間 12・30-12:45まで

じ〉持参するもの 母子健康予帳、パスタオル。

3歳児はアンケートと尿をノトピンに人れで持

参くださしミ。転入与の方、不明 な点はご連絡

ください。

※注意 ① 6カ月健康相 談につごうで来れなか

った場合は、 神経芽細胞股 (小児がん)の検

査セットを、母子健康手帳を持 参のうえ保健

環境課窓口にもらいにきてください。 (6カ

丹、 7カ月児に限る。)

②病気療養中(特に伝染性の病気)

んはご遠慮ください。

月令 文サ 象 児 N1 日

3カ月児 H 3年 9月生まれ 1月14日伏)

6カ月児 H3年 6月生まれ 1月21日伏)

l歳児 H2年12月生まれ 1月27円(月)

1 j設 H2年 7月生まれ 1月28目別6カ月児

3歳児 S 63年 9月生まれ 1月16R(木)

のあ、子さ

内容

健康診査

健康相談

健康相談

健康診査

健康診査

年末年始の 「ゴミ』に

-休み期間中は、
で下さい。

ついてお願い
絶対にゴミを出さない

・ゴミ収集場所はゴミ捨て場ではありません。

11月の保健センター相談日 l
l> 1月1011、17日、 24川、 3]11 (叫迎合|以 110) 

l>時間 午前1011、子から午後 311、子まで

l>内容 1血圧測定、尿検査等を合めた健康相，;炎

に応じますので、赤 ちゃんからお年寄りまで

お、気位にご利用くだ さい。

「結核検診の結果通知寸

今年度、 下記の円程で実施した結枯検診の結

果について、あ'i街中食究の必要な方にはf悶々に通

知し ていますが、今月 Jtに通知のない万は児常

がなかったものとしてご了解即i，nいます。

nF1  実施

市内 一 円

市{呆{建セ ンター前

j-~ 戸庁

9Jl18rl-10n 1511 

11月6円-11月1511

llrJ 25日-12}j911 市内-pj(60段以上の未受診の方)

製造業を営むみなさんヘ…・

[(8日窃面白白』
にご協力をFF

12月31r 1現在てる実施のため、符さまには年末

年始のお忙しい中、調査員がわ‘伺い しますので

ご協力でさるようお願いいたします。

本調査l主、我が聞製造業の事業所を対象とし

て、その実態 を明 らかにすることを日的とする

もので、す。 調有の結果は国や郎道府県の施策也

案の基礎資料 とします。

<1対象 Ijl調査は30人以上の 事業所

乙調在は29人以下の 事業所

主な調査項目は ・JJ業所名、従業占数、 原材料
l:ft.び燃料使用料、製造，'1'，荷主tiなどです。

l>問い合せ di企画調務課統計調究係(内線318)

軍曹璽軍軍産主窪宝理醒
。本斤と各支所は12月28日Lりから 1月 3日幽ま

で休みます。

印鑑証明などは 3か月間有効期間があります

ので、必要な方は年末・年始休み前を利用 して

ください。

ただし、本庁の収納課は、]2 Jl 30 1 1 (月)と 311-1

伏)午前中は窓口業務を行います。

。西北中央病院は、 12月28日比)午後から 1月 3

日働まで休み、 1月 4日tt)から診療を始めま

す。

。 水道の故障修理の受付は、 五所川原市水道事

業所'-1'央作用センタ ー (n34-9J1])で行 L、ます

@図書館は、 12}]2611 (イすから 1川 4II(土)まで|χl

Aの/j!J'j;Iと貸し 1'111し業務は行いません

。市民文化会館、三道会館は、 12JJ2811(土)から

1 ) J 3 Il(金)まで 一般開放は行いません

。歴史民俗資料館と市民体育館は 、 12}J 271::1ゆ

か ら ]}] 4 11 (土)まで、中央公民館、働く婦人の

家 は、 12川2811(土うから 1) J 3 U(金)まで 般 /Jf.JJj文

を行いません。

。勤労者野外活動施設 (狼肝長似)は 、12川29

11(11)から I} J 3 11 (全)までー自主/Jf.JJj文はH，、ません


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008
	009
	010

